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1.はじめに 筆者らは地盤中塩濃度の変化が堆積環境変化を示す

一つの指標であると考え，その変化の経緯を知ることにより、地盤

環境に対する影響評価を適切に行うことができると考えている．こ

れまでに 1)有明粘土層の塩濃度分布に注目し，移流・拡散現象を考

慮した塩濃度分布の変化を数値解析により検討してきている．本報

では，表流水の影響や吸着等を考慮したいくつかの検討結果につい

て述べる． 
2.解析対象地盤について 解析対象地盤として芦刈地区をモデ

ル地盤として用いた．既往の研究からこの地区は，図-1中の他の 3

地区と比較して堆積環境の変化が小さいことが指摘されている．ま

た，地質学の観点からこの地区の陸化が江戸以降になされたもので

あり，地盤環境の変化に対する地表面から

の影響はそれ以降生じたと考えられる．図

-2 は芦刈地区の地層区分，柱状図及び土質

試験で得られた各深度における粒度組成と

透水性を示したものである．同図の圧密係

数(Cv)，体積圧縮係数(mv)より得られる透

水係数は 10-7～10-8cm/s という値だが，こ

の値は層全体の一部の情報から算出された

ものであり，試料採取深度により透水性が

異なることがある．試験結果をとりまとめ

た図では，そのような差異が考慮されてな

い可能性があることも考えられる．また同

図の柱状図に記載されてある堆積状況より，

砂層や火山灰の薄層が存在していることが

みられ，さらに数種類の貝や生痕もみられる．したがって，粘土層地盤であるとは

重な定数設定が必要であるといえる．特に，深度10m付近に存在するK-Ah層は佐賀平

この層に水平地下水流動があることが考えられる． 

3.塩分溶脱メカニズムの解析的検討 数値解析は次の 4ケースについて行った:1)

2)有明粘土層に存在する K-Ah 層に水平方向の流速を与える場合，3)1)と併せて人為

定した場合，4)2)と併せて人為的な地下水揚水を想定した場合．解析に用いたパラメ

は，定水位条件とした．なお表-2 は各ケースにおける塩濃度の初期値であり，先の

移動は見られなかったことより，陸化した江戸期以降に堆積当初の地盤が表流水の

値とした．地下水揚水による影響については，この地区における取水量が急速に増

また，有明粘土による吸着についても考慮した． 図-3～6は各ケースにおける計算

有明粘土層上端部の塩濃度の低下がみられる．ケース 2)では，K-Ah 層の上下の有明

がみられる．ケース 3)では，帯水層に接する有明粘土層で塩濃度の低下がみられる
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流動の数値計算による検討の結果，芦刈地区

布形状が得られた．この場合，地下水の影響

表現できた．しかしながら，他の 3地区が示

とができていない．今後の課題として，塩濃

移流・拡散・吸着現象以外の要因も考慮する
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